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心
と
向
学
心
か

ぢ
め
く
豊
か
な
人
生
は
、
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第15回農協婦人部大運動会では，みんな積極的に参加し，

楽しんでいます。これも学習の一つといえます。

（8月18日旧)，高萩小学校校庭で）

鞠

新
し
い
風
「
生
涯
学
習
」

あ
な
た
は
、
自
由
時
間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い

ま
す
か
。
人
生
八
○
年
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
今
日
、

自
分
の
人
生
を
よ
り
一
層
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め

に
は
、
自
ら
進
ん
で
学
習
し
、
社
会
の
変
化
に
取
り
残

さ
れ
な
い
よ
う
に
自
分
自
身
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

一野…一一癖~霧野， ， “ ‐“ 、 “ 、 " 、 “ 、 “ － ． “ " “ “ “ 、 －， － ． ．

鴬悪1蕊溌蕊ゞ ; : :■f蕊I慰撫常 ;蕊蕊溌鍾;ゞi蝉今 : 》 ≠ :慰溌::窺簿臆さ.ゞ: ; :（,":溌裁芦瀧:識:薄’1 i強雛;I灘
. <も. ､． ､ .､ ;．、 ． ､ ． . ;. ． ． . .- :．. ､ .､鷺､ ､ :､域; ： :鴬:蕊、 ミ ． ､､､ ． ． ､ ･餅 ､愚欝伊､ ．､､爵． ､.-$､ ． '･ ’ - , : ､難､ ､． ､‘ く ．． ､ .． ､. ． ､､ 噂 . 、 ； ､ - ‐． ‐､ .､ ､.;蝋､ ;蝋 : ､粥. ;､； 噂､ ,:" ､ ､簿蕊､ , 、悪. ' 、 ､､ ､; .<､ ．: :：
< ， ， ’ ： :§ ､ : ' , , , ' ､ ､ ' , ､ ’ ､ ’ : 』 : f ､薯､〈 : ' ,, ' ， 、 、 ,F， ' ､ ’ ､､ ' ､､､ ' ､､ ､､ -,, 筈 ,, , , : 侭 ､ ､ , ， ， , ､､ , ､ , ． ，', 、 ， 、 ， ， ， ､u, ':_: , 、 , 、 , , , , ,噂 ､ ;

』 ､ ､ 串 串 ､ 串 ､ ､ 色 配､ ､』 』 <､ 韓串品 :､ ､配 ､屯､ 』 < ､ 』 、 』こ､ 』､､ 』』 ､ 』』 ､ 』』 ､ 』『 ､ 』 串 』』 ､､ 』 ､ 串 ､ L ,亀､ 』 ､ 串 串 ､ 』 ､ 串 ､ ､；串 ､母 ､ 串 』 ､F 串 ､､､ 串 ､
, 段 段 段 ､ 韻 ､､ゴ ､ 晶 設 段 , 段 ハ､ 串 ､ 串 ､ 韻 ､ 誤ハ､ハ､蹄『 韻 ､ 設苧密､ 韻 ､踏 段ハ､ 設 暉 [ ﾘ ､ 段段 ､ 韻 ､ 韻 ､ ､ 段ハ 韻 ､ ､ ､ 『段 段､

韻, ､ <､ , '､ ､ ' ､ ' ､ ' , ' ' ､ ' ' , 串 ､ 韻 ､亀､’ ､､､ '韻､唖 ﾐ < ' ､ < ､ '韻 ､､ '串 ､ ' ､ ' ', ､､ '' ，, ､､ ' 零, 勘 ､､亀 ､亀 ､､韻､串 ､､ '< ,, 、 , ' , ' ､ ' , '' ､､ , ､ , , ､ , ､ , ､ , , , , 弾 ､
踏 段 ､ ､ ､ ､ 設 轟 ､ 段 段 ､ ､曇､ 韻 ､配 設 配 設 ､ 韻 ,,ハ 誤 コ ハ､段 段 ] , 段 段 ､ 設 串 j ､L 誤 配 ,, 段 段 ､ 韻 ､ 踏 段 ､ 踏 段 ､ 韻 ､ 韻 ､ 韻 ､､

､ , 段 蹄 設 段 段段 段 段 ､ 可 ､ , , , 〃 ､ハ 段 段 段 段 ､ 韻 ､段 段 , 段 段 段 ､ ､…、 韻 ､ 韻 〃 踏 段 ､ 誤ハ鐸､ 韻 ､ ､ ､ ､ ,, , ,1 段 ､､ 蹄 設

､ 串 串 串串 』 串 … 串 串 ､ ､ 串 ､ 串 ､ ､ ､ ､､ 串 串 ､､ ､ 串 串串] 串』 亀､ 』串 ､ 串 ] さ 』 』』 ､ 串 串 ､ 串串 ､ ､ 鍔 ､ 』 ､品』 ; <』 ; ハ串< ､ ､串 串､ 串 』､ ､L, 串贈､ 』鐇 串串 配

だが
ー

市
報 J:葱卿醗y

-麓燕:認:: ;j; :": "｣ff;

砺悪孫g
回
写

I､ 串 →､凸酷罰尹華毎舛､ざ’誤 串串尹’萱吾轄､､ J』､’ －，､ 串晶…串 '晋串鍔､ ずゴ ､、 『牛､…､､ 品､、 串 』1峠串"萱 齢、髄[ 嘩雪 …串’哩串串 串’理 J心 …里j謂彊品 誤…巽少､ゾﾑ鑑[韓J舗門錨牡

司 り』¥F に詞F 評Fn1PF㎡

蕊湧
蛆
刈
細
川
和

（
缶
ソ
缶
〉

（
輪
繩
貼
唾

もくじ

｢,表紙~5ベｰジ新しい風『生涯学習｣,6～
－、

7ページ…高齢化と福祉・健康サービスタ8～

9ページ…こんにちは市民記者です⑱汐10～11

ページ･･･まちづくりに一役，高萩市の生んだ作

家たち⑭⑥16～19ページ…＜らしのインフォメ

ーション
、 ノ



踵溌騨鐡溌蕊謹蕊蕊識蕊難蕊認
』

韻

】

楽
し
み
な
が
ら
宜
分

中
央
公
民
館
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
中
。
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ヨ
ア
ス
ク
ー
ル

の
参
加
者
（
八
月
一
八
日
日
～
二
○
日
脚
）

紳
瀧
び

死
ぬ
ま
で
、
う
る
お
い
の
あ
る

世
代
が
生
涯
、
絶
え
ず
楽
し
み

涯
学
習
と
呼
び
ま
す
。
つ
ま
り
、

み
な
が
ら
自
ら
を
高
め
る
、
自

、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、

す
。
代
の
流
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
主

で
す
。
そ
こ
で
今
月
号
で
は
、

取
り
組
み
を
は
じ
め
た
生
涯
学

ま
し
よ
う
。
』
灘
鍔
患

学
習
と
い
う
言
葉
に
ど
ん
な
響

年
寄
り
の
こ
と
で
私
た
ち
に
は

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

や
轆
域
が

篭

買野唾

（

》

亀
逼
弓
冒
國
診
ケ
ー
ｆ
箇
畠
壷

蕊
②テレフォンサービス「市政案内」は23－1151 ． 1152です－



が

自
由
時
間
が
増
え
た
り
、
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
が
進
み
、

私
た
ち
の
生
活
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴

っ
て
私
た
ち
も
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
た
学
習
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
も
表
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
が
学
べ
る
学
習
機
会

の
拡
大
や
充
実
が
求
め
ら
れ
、
豊
か
な
人
生
を
味
わ
い
た
い
と
い

う
市
民
の
み
な
さ
ん
の
学
習
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
社
会
的
に
は
も
ち
ろ
ん
市
民
の
み
な
さ
ん
の
欲
求
の
変
化

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
（
図
こ
の
と
お
り
、
学
校
教
育

や
家
庭
教
育
、
社
会
教
育
は
、
お
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
や

連
携
を
強
め
な
が
ら
、
体
験
学
習
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
学

習
で
き
る
機
会
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

鰯 鞠生涯零甥響睡懲
図1）

生を楽しく豊かに生きる。

自分を再発見する。

趣
味
、
健
康
、
伝
統
・
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
職
業
能
力
の
向
上
、
サ
ー

ク
ル
活
動
、
各
種
講
座
、
イ
ベ

ン
ト
、
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
な
ど

全
て
の
学
習
は
生
涯
学
習
で
す
。

識謡
を並

ー

捕｡餅
推
進
委
員
は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
）

〈
市
民
代
表
》

ち
か
Ｌ

ひ
ろ
み

○
熊
坂
凡
（
松
岡
中
学
校
長
）
○
黒
沢
溥
美
（
高
萩
工
業
高
等
学

校
長
）
○
八
巻
恒
男
（
社
会
教
育
委
員
）
○
佐
原
美
知
子
（
社
会
教

育
委
員
）
○
荒
井
幸
道
（
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
）
○
鈴
木
朝

た
つ
ぞ
う

夫
（
体
育
指
導
委
員
）
○
沼
野
辰
三
（
商
工
会
理
事
）
○
関
口
光
恵
（
図

書
館
読
み
間
か
せ
グ
ル
ー
プ
）
○
田
村
き
く
江
（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

み
つ
じ
ゅ

ィ
Ｚ
ｏ
黒
沢
光
壽
（
、
ン
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
）
○
荒
川
昇
三
（
埋
蔵
文

化
財
指
導
員
）
○
岩
本
広
子
（
会
社
役
員
）
○
村
田
純
一
（
青
団
連
）

○
石
川
礼
子
（
会
社
員
）
○
大
場
道
男
（
会
社
員
）

〈
行
政
〉

○
企
画
課
○
市
民
活
動
課
○
衛
生
課
○
福
祉
事
務
所
○
社
会
教

育
課
○
中
央
公
民
館
○
松
岡
地
区
公
民
館
○
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
○
図
書
館
○
歴
史
民
俗
資
料
館
○
文
化
会
館

高
萩
市
で
も
、
す
で
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
こ
の
生
涯
学
習

と
呼
べ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
体

系
づ
け
た
中
で
、
よ
り
一
層
の
生
涯
学
習
の
推
進
、
市
民
総
参

加
の
活
動
に
し
て
い
く
た
め
、
今
年
の
五
月
二
三
日
嗣
、
一
五

人
の
み
な
さ
ん
を
委
員
と
す
る
生
涯
学
習
推
進
委
員
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
社
会
教
育
委
員
や
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
、
小
・
中
・
高
校
長
、
市
民
の
代
表
な
ど
一
五
人

と
市
の
関
連
各
課
な
ど
二
課
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
要
望
の
把
握
や
生
涯
学
習
の
推
進
本
部
・
セ
ン
タ
ー
の
設
置

な
ど
の
組
織
・
体
制
づ
く
り
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
等
の

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
の
関
連
事
業
調

査
や
情
報
の
提
供
、
相
談
体
制
の
整
備
、
関
連
施
設
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
、
基
盤
整
備
と
し
て
の
施
設
整
備
、
指
導
者
登
録
・

養
成
な
ど
の
検
討
も
そ
の
、
王
な
仕
事
で
す
。

蟻 ー

▼費用の限界

学習費用の自己負担限度額は, 1か月平

均8,330円です。市民の身近な学習機会

はやはり｢市の主催事業｣といえますが，
高額を支出しても生涯学習に取り組もう

という人に，市としても，常により良い

事業を行うよう心がける必要があります。

男性は｢自分ひとり， または家族｣とが

50.9％を占め，女性は｢市の事業｣が36.6

％とともに第1位-で~ず｡男性は,｢企業研

修｣という形で生涯学習を実践しており，
女性は｢~市の事業｣やr民間の個人教授｣な

どが主要な学習方法になっており，行政

市民のみなさんは,全体として学習･文

化活動に積極的な意義を見いだしていま

す。 『人間関係を広げる｣,｢人生を豊かに

する」が上位に占められ， 「知識を高め｣，
｢ストレスを解消｣｢老化防止｣につながる

ような積極的な事業が望まれています。
や民間機関の充実を望んでいるようです。

③


